
主
な
記
事
│
│
│
│
│
│
。

特
集

自
殺
を
減
ら
し
予
防
す
る
た
め
に
は

何
を
す
べ
き
か
―
―
―
―
―
―
―
―
―
２

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
す

取
り
組
み
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
４

お
知
ら
せ
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
５

皆
様
の
善
意
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
６

第
１
回
「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
０
９
」

結
果
・
分
析
―
―
―
７2010 1.31

【写真】「スポーツレクリエーション」 桜田 星宏 氏
障がいのある方々が集い、スポーツレクリエーションが
行われました。楽しい雰囲気の中、支援スタッフと一緒
にゴールに届くことができました。
ゴールテープが近づき、頭を下げた一瞬でした。

社会福祉
法　　人秋田県社会福祉協議会
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社
会
経
済
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
自
殺
者
が
日
本
全
体
で
な
か
な
か

減
っ
て
き
ま
せ
ん
。
社
会
経
済
情
勢
は

自
殺
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は

予
想
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
経
済
的
に
追

い
つ
め
ら
れ
た
方
、
多
重
債
務
で
苦
し

む
方
、
う
つ
病
な
ど
の
病
気
で
周
囲
か

ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
方
、
職
を
失

い
生
活
不
安
が
あ
る
方
な
ど
、
社
会
的

に
追
い
つ
め
ら
れ
た
方
々
が
生
き
る
た

め
の
支
援
に
到
達
し
な
い
で
死
に
至
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
本
当
に
危
惧

さ
れ
ま
す
。
自
殺
を
減
ら
す
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
？
こ
の
問
い
に

対
す
る
答
え
の
第
一
は
、
ま
ず
私
た
ち

の
社
会
が
、
生
活
に
困
っ
た
り
悩
み
を

抱
え
た
方
々
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
な

る
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
、
生
き
る
術
が

こ
の
世
の
中
に
は
確
実
に
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
12
月
４
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日

本
の
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
討
論
番
組
に

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
殺

者
が
年
間
３
万
人
を
超
え
る
こ
の
日
本

の
社
会
を
ど
う
変
え
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
と
討
論

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
番
組

は
生
放
送
で
す
の
で
、
ど
う
い
う
議
論

が
交
わ
さ
れ
、
ど
う
い
う
結
論
に
な
る

の
か
は
当
初
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
番
組
が
終
わ
っ
て
み
る
と
、
自

殺
対
策
の
現
場
の
方
々
か
ら
の
切
実
な

声
を
受
け
て
、
私
た
ち
の
社
会
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
的
な
問
題
や
人
々

の
対
応
に
つ
い
て
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
、
今
後
の
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
テ
ー
マ
を
語
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
番
組
に
は
内
閣
府

で
自
殺
対
策
を
担
当
す
る
責
任
者
で
あ

る
福
島
み
ず
ほ
大
臣
も
出
演
さ
れ
て
、

国
の
立
場
で
し
っ
か
り
と
社
会
対
策
と

し
て
の
自
殺
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
自
殺
対
策
基
本
法
が
施

行
さ
れ
、
平
成
19
年
に
は
自
殺
総
合
対

策
大
綱
が
策
定
さ
れ
、
日
本
の
自
殺
対

策
推
進
の
枠
組
み
が
明
確
に
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
枠
組
み
に
も
と
づ
い
て
、

国
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
行
い
、
対
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
の
リ
ー

マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
経

済
的
打
撃
は
、
日
本
の
自
殺
対
策
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
昨
年

11
月
に
は
、
内
閣
府
に
自
殺
対
策
緊
急

戦
略
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
略
チ
ー
ム
は
内
閣
府
の
自
殺
対

策
担
当
の
政
務
三
役
（
大
臣
、
副
大
臣
、

政
務
官
）
と
有
識
者
２
名
（
内
閣
府
本

府
参
与
）
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
使
命
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続

く
中
で
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
自
殺
者

数
が
増
加
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。

緊
急
戦
略
チ
ー
ム
は
昨
年
11
月
28
日
に

「
自
殺
対
策
１
０
０
日
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
具

体
的
対
策
と
し
て
、
自
殺
が
増
加
す
る

2



３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
す
る
こ

と
、
１
０
０
日
間
で
実
施
す
べ
き
４
つ

の
緊
急
的
対
策
、
中
期
的
な
視
点
に
立

っ
た
施
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
緊
急
的
対
策
と
は
、

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
こ
こ
で
は

詳
細
に
は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
社
会
的
に

困
難
を
抱
え
た
人
々
に
対
す
る
生
き
る

た
め
の
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
緊
急
対
策
の
一
環

と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
会
場
に
し

た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
窓

口
の
開
設
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
多
重

債
務
や
失
業
や
倒
産
と
い
っ
た
社
会
的

困
難
を
抱
え
た
人
は
う
つ
的
状
態
に
陥

っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

総
合
相
談
の
窓
口
の
中
に
「
心
の
健
康

相
談
」
の
窓
口
を
必
ず
置
い
て
、
医
学

的
観
点
か
ら
も
自
殺
予
防
に
役
立
て
る

と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
す
。

秋
田
県
で
は
平
成
21
年
10
月
に
県
庁

内
に
自
殺
予
防
対
策
推
進
会
議
を
設
置

し
、
議
長
で
あ
る
知
事
自
ら
が
自
殺
対

策
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
と
い
う
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
秋
田

県
内
に
お
い
て
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応

と
し
て
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
定

期
的
に
窓
口
の
運
用
を
行
う
と
い
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
国
の
対
策
と
連
動

し
て
、
秋
田
県
は
素
早
く
先
進
的
取
り

組
み
を
始
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
22
年
度
３
月
に
は
睡
眠
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
し
た
「
心
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
国
及
び
秋
田
県
の
最
新
の
自

殺
対
策
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
提
供
い

た
し
ま
し
た
。
最
後
に
福
祉
の
立
場
か

ら
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
簡
単
に
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
格
差
の
拡

大
と
雇
用
不
安
が
叫
ば
れ
る
昨
今

の
状
況
の
中
で
生
き
る
た
め
の
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
社
会
福
祉
の
役
割
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
憲
法
25
条
で
保
障
さ

れ
て
い
る
は
ず
の
生
存
権
が
真
に

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
機
能
し
て
い
る
の
か
が
議
論
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的

に
追
い
込
ま
れ
た
方
が
様
々
な
支

援
の
声
を
挙
げ
た
と
き
に
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
資
源
が
こ
れ

を
う
ま
く
吸
い
上
げ
て
、
支
援
の

制
度
や
窓
口
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
場
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
あ
る
べ

き
支
援
の
仕
組
み
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
け
れ
ば
自
殺
者
数
は
減
っ
て
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
生
き
る

た
め
の
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
問
題

を
抱
え
た
方
々
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
仕
組
み
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。現
場
の
声
を
聞
き
、

現
場
の
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
社
会
福
祉
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
一
層
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

3

（
１
）
自
殺
実
態
（
地
域
別
・
時

期
別
、
危
機
経
路
別
）
に

基
づ
い
た
対
策
の
立
案

（
２
）
失
業
者
や
経
営
者
等
の
ハ

イ
リ
ス
ク
群
を
対
象
と
し

た
総
合
的
支
援

（
３
）
自
殺
多
発
地
（
ハ
イ
リ
ス

ク
地
）
を
拠
点
に
し
た
総

合
的
支
援

（
４
）
支
援
策
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
開
発



4

当
法
人
施
設
で
は
既
に
平
成
14
年
度

よ
り
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」

を
２
度
受
審
し
、「
自
己
評
価
」
も
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
常
に
改
善
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

受
審
評
価
結
果
か
ら
十
分
な
評
価
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、

当
然
の
ご
と
く
改
善
に
努
め
、
高
い
評

価
を
受
け
た
項
目
に
つ
い
て
も
、「
自

己
評
価
」
に
お
い
て
改
善
の
必
要
性
を

見
出
し
た
場
合
は
、
そ
の
改
善
に
努
め

て
き
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
52

項
目
か
ら
89
項
目
に
評
価
項
目
が
増
加

し
た
こ
と
に
関
し
て
も
、
特
段
新
た
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
な
く
、
問
題
な

く
受
審
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
受
審
に
お
い
て
も
、
一
部

項
目
に
お
い
て
考
え
方
の
相
違
が
あ
り

ま
し
た
が
、
概
ね
当
法
人
施
設
の
「
自

己
評
価
」
が
「
第
三
者
評
価
」
よ
り
も

厳
し
い
評
価
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
は
、
高
い
評
価
を
受
け
た
項
目

に
つ
い
て
も
満
足
せ
ず
、
更
に
具
体
的

な
高
い
目
標
を
持
っ
て
「
自
己
評
価
」

を
行
い
「
保
育
の
質
」
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
の
現
れ
と
自
負
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
保
育
の
質
」
を
客
観
的
に
評
価
し

う
る
の
は
、
当
事
者
で
あ
る
施
設
や
保

護
者
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
保
護
者
の
満
足
を
得
ら
れ
な

い
「
保
育
」
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
し
、

「
自
己
評
価
」
が
で
き
な
い
施
設
で
あ

っ
て
も
困
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
上
で
、

あ
く
ま
で
利
害
関
係
の
な
い「
第
三
者
」

の
評
価
こ
そ
が
客
観
的
な
評
価
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「
井
の
中
の
蛙
」
的
な
自
己
満
足

の
世
界
で
は
「
保
育
の
質
」
の
向
上
は

期
待
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。
当
法
人
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

「
自
己
評
価
」
と
「
第
三
者
評
価
」
を

道
標
と
し
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た

項
目
に
つ
い
て
も
、
更
な
る
肉
付
け
を

行
い
、
自
ら
厳
し
い
目
で
「
自
己
評
価
」

を
行
い
、「
保
育
の
質
」
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
社
会
福
祉
法
78
条
に
「
社
会
福

祉
事
業
経
営
者
は
自
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
評
価
を
行
う
。
国
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
公
正
か
つ
適
切
な
評
価
の

実
施
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

「
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
者
の

養
成
、
第
三
者
評
価
機
関
の
認
証
、
評

価
基
準
項
目
の
策
定
な
ど
第
三
者
評
価

の
体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
秋
田
第
三
者
評
価
研

究
会
」「
社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
社
会

福
祉
協
議
会
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
県

福
祉
施
設
士
会
」
が
第
三
者
評
価
機
関

に
認
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
保

育
所
４
件
、
乳
児
院
１
件
、
障
害
施
設

１
件
が
第
三
者
評
価
を
受
審
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

今
回
は
、
評
価
を
受
審
さ
れ
た
法
人

か
ら
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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6

◎
金
銭
預
託
◎

・
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
２
０
０
９

主
催
店
一
同
（
タ
プ
ロ
ス
・
オ
ノ
プ
ロ

ッ
ク
ス
・
高
重
商
店
・
南
秋
ガ
ス
・
テ

ラ
セ
キ
・
い
い
つ
か
・
山
二
・
前
田
商

店
・
マ
ル
ナ
カ
燃
料
）

様

２
０
７
、
９
０
０
円

・
合
同
会
社
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
様

３
０
、
０
０
０
円

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
グ
ル
ー
プ

関
係
社
員
一
同
　
様

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
売
上
金
）

１
６
１
、
９
５
０
円

・
秋
田
県
大
衆
音
楽
協
会
　
様

１
０
、
０
０
０
円

・
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地
曹
友
会
様

６
０
、
２
６
２
円

・
株
式
会
社
第
一
会
館
　
様

１
２
、
６
０
０
円

・
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
　
様

１
０
０
、
５
７
７
円

・
そ
ご
う
･
西
武
労
働
組
合
秋
田
支
部
様

８
、
３
１
８
円

・
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合
　
様

長
期
契
約
者
及
び
非
組
合
員
有
志
よ
り

６
０
、
２
１
０
円

・
秋
田
魁
新
報
由
利
本
荘
ブ
ロ
ッ
ク

販
売
店
主
・
従
業
員
一
同
　
様

２
３
、
９
１
１
円

・
秋
田
県
卓
球
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
参
加
者
一
同
　
様

１
６
２
、
０
０
０
円

・
匿
名

３
、
０
０
０
円

◎
香
典
返
し
◎

・
嶋
貫
　
し
げ
子
　
様３

０
０
、
０
０
０
円

・
碇
谷
　
公
範
　
様

１
０
０
、
０
０
０
円

・
佐
藤
　
英
人
　
様

２
５
、
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

・
秋
田
市
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
　
様

車
椅
子
５
台

・
株
式
会
社
　
秋
田
放
送
　
様

点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
１
９
０
部

・
秋
田
県
遊
技
業
協
同
組
合
　
様

車
椅
子
12
台

・
青
少
年
音
楽
の
家
運
営
委
員
会
　
様

・
ハ
イ
ド
ン
没
後
２
０
０
年
記
念
演
奏
会

テ
レ
ジ
ア
・
ミ
サ
招
待
券

１
０
１
枚

・
秋
田
県
メ
グ
ミ
ル
ク
会
　
様車

椅
子
３
台

・
瀬
下
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
　
様

業
務
用
掃
除
機
３
台

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
51
個

・
秋
田
県
写
真
協
会
　
様

会
員
撮
影
の
写
真
２
１
０
枚
及
び
写
真
集

◆
金
銭
配
分
◆

・
秋
田
県
共
同
募
金
会
へ

（
歳
末
助
け
合
い
募
金
）

２
３
、
９
１
１
円

１
６
２
、
０
０
０
円

◆
各
種
大
会
等
へ
の
助
成
◆

・
09'
で
あ
い
の
こ
ん
さ
ぁ
と

・
第
44
回
児
童
養
護
施
設

「
中
学
三
年
生
の
集
い
」

・
第
８
回
秋
田
県
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会

◆
物
品
配
分
◆

・
車
椅
子
17
台
を
秋
田
県
内
の
老
人
福
祉

施
設
及
び
知
的
障
害
者
施
設
へ

・
点
字
カ
レ
ン
ダ
ー
を
３
ヵ
所
の
視
覚
障

害
者
施
設
及
び
団
体
へ

・
演
奏
会
招
待
券
１
０
１
枚
を
県
内
10
ヵ

所
の
社
会
福
祉
施
設
へ

・
業
務
用
掃
除
機
を
市
内
３
ヵ
所
の
母
子

生
活
支
援
施
設
へ

・
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
51
個
を
県
内
14
ヵ

所
の
社
会
福
祉
施
設
へ

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
御
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

◎
使
途
・
希
望
に
つ
い
て
◎

主
に
地
域
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
や

障
害
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
な
ど

社
会
福
祉
一
般
に
お
い
て
活
用
す
る
「
一

般
寄
附
」
と
、
寄
附
者
が
使
途
を
特
定
す

る
「
指
定
寄
附
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
平
成
21
年
10
月
〜
12
月
末
】
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「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
０

９
」
を
、
９
月
９
日
（
水
）
に
秋
田
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
企
業
に
お
け
る
新
規
学
卒
者
の

採
用
時
期
の
早
期
化
を
受
け
、
本
会
で

も
、
昨
年
度
か
ら
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催

時
期
を
早
め
て
来
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
さ
ら
に
１
ヵ
月
早
め
て
９
月
の
開
催

と
し
、
開
催
回
数
も
年
２
回
に
増
や
す

な
ど
、
求
人
・
求
職
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
回
の
参
加
事
業
所
数
は
こ
れ
ま
で

で
最
も
多
い
43
事
業
所
と
な
り
、
具
体

的
な
採
用
条
件
を
示
し
て
の
参
加
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
の
就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
昨
年
６
月
以
降
に
県
内
の
福

祉
・
介
護
事
業
所
を
訪
問
し
た
中
で
も
、

積
極
的
に
参
加
の
意
向
を
示
す
事
業
所

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ア
を
初

め
て
開
催
し
た
平
成
13
年
度
か
ら
９
年

が
経
ち
、
着
実
に
参
加
事
業
所
が
増
え
、

事
業
所
に
お
け
る
総
合
フ
ェ
ア
の
周
知
、

定
着
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
推
察
で

き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
の
求
人
総
数

は
２
５
０
人
に
上
り
、
求
人
の
職
種
別

内
訳
を
見
る
と
、
介
護
職
員
が
１
４
４

人
で
57
・
６
％
、
次
い
で
看
護
職
員
の

48
人
で
19
・
２
％
で
し
た
。
今
年
度
の

求
人
内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
介
護
職

員
の
求
人
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
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と
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
事
業

所
の
新
規
立
ち
上
げ
に
伴
っ
て
一
度

に
多
く
の
介
護
職
員
の
求
人
を
し
て

い
る
事
業
所
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
各
職
種
の
中
で
も

介
護
職
員
の
募
集
割
合
が
大
き
い
こ

と
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
習

を
修
了
し
、
施
設
で
の
介
護
職
を
希

望
す
る
方
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
状

況
で
す
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し

て
、
採
用
予
定
時
期
を
平
成
22
年
４

月
採
用
の
新
規
学
卒
者
と
し
て
い
る
求

人
が
全
体
の
43
％
を
占
め
て
お
り
、
特

に
そ
の
中
で
介
護
職
の
求
人
が
約
７
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
職
の

求
人
に
関
し
て
は
、
事
業
所
が
次

年
度
の
採
用
を
早
期
に
取
組
む
動

き
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
看
護
師
や
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
等
は
フ
ェ
ア
全
体
の

求
人
に
占
め
る
割
合
で
は
約
２
割

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
年
間
を

通
じ
て
本
会
へ
常
に
求
人
の
あ
る

職
種
で
も
あ
り
、
人
材
の
確
保
が

難
し
い
職
種
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
求
職
者
の
参
加
状
況
に

つ
い
て
見
た
場
合
、
参
加
者
数
は

平
成
19
年
度
に
一
時
２
０
０
人
を
切
る

状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
20
年
度
に
は

２
２
２
人
と
な
り
、
今
年
度
（
第
１
回

目
）
の
フ
ェ
ア
で
は
３
０
４
人
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
求
職
者
の
内
訳

を
、
当
日
の
就
職
相
談
の
内
容
等
か
ら

み
る
と
、
長
引
く
不
況
の
影
響
か
ら
か
、

他
分
野
か
ら
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
転

職
希
望
者
も
み
ら
れ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
の
資
格
等
を
取
得
し
た
福
祉
分

野
未
経
験
の
求
職
者
等
の
参
加
が
前
年

度
に
比
べ
て
約
30
人
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
新
規
学
卒
者
の
参
加
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
県
内
の
福
祉

系
養
成
校
等
の
当
フ
ェ
ア
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
第
２
回
目
と
な
る
就
職
総
合

フ
ェ
ア
を
、
平
成
22
年
２
月
17
日
（
水
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
年
度
に
向
け

た
最
後
の
フ
ェ
ア
で
あ
り
ま
す
。
事
業

所
の
皆
様
に
は
、
正
式
な
面
接
試
験
・

採
用
試
験
を
行
う
前
に
、
求
職
者
と
直

接
面
談
を
し
、
そ
の
人
柄
を
感
じ
取
る

機
会
と
し
て
、
ま
た
よ
り
良
い
人
材
の

確
保
の
場
と
し
て
是
非
、
今
後
と
も

「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

希望の職場を目指す求職者、今後の施設の担い手を探し、
育てる事業所人事担当者、双方の眼は真剣です。

フレッシュワークAKITAの協力のもと行われた「職業適性診
断コーナー」の様子。パソコン画面を食い入るように覗き込
みながら、自分の適性を探します。

会場全体の様子。過去最多の43事業所が集まったほか、
職能団体等の職業相談コーナーも設置されました。


